
わが国は,長期にわたり米を主食とする食事形態を

維持してきた。しかしここ半世紀の間,肉の消費量が

急速に伸び,肉食傾向が強まっている。動物を殺して

食べる肉食は,植物性の食べ物とは質的に異なり,次

のような問題点が指摘される。すなわち①生きた動物
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を見殺しにするという残虐性,②肉を生産するために

投入するエネルギー量が,穀類に比べて 10倍 も多く

必要であリエネルギー効率が低い。穀類のほうが肉食

より多くの人口を養うことができる。今後世界の人口

増加が予想されるなかで,食糧供給不足が問題になっ

ている。③肉食はたんぱく質の摂取に加えて動物性脂

肪も同時に取り込む。そのため,肥満,心臓疾患,脳

血管障害,ガ ンなどの疾病を誘発し健康上好ましくな

聖書は肉食・動物をどう扱っているか
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How the Bible Treats the Eating of Mcat and Anilnals一 一一―the Book of G}enesis

OKUDA Kazuko

Abstract: Our country has long lived on rice. However, meat consumption has gained in quantity during

the last half― century. The cating of meat has been growing in popularity. It differs cOmpletely from eating

food from vegetable matter.Here arise several points for discussion:

1. Killing animals is an act of cruelty。

2.Since the amount of energy needed in producing mcat is ten tilnes greater than that for producing grain,

the productivity of meat production is lower than that of grain.Grain can feed far more people than

meat. As a large swell in the population of the world is expected, we will surely face a shortage of

food.

3.Eating meat intakes not only protein,but also animal fat.It is itturiOus to our health.It can cause obe―

sity,heart disease,cerebral blood problems and cancer.

4. It may be difficult to avoid infections such as bovine spongifor]田 [encephalopathy, foot― and―mouth dis―

casc and chicken influcnza in raising cattle or pigs and breeding chickenso Such affected anilnals are not

fit for providing a steady supply of foodo Plants and grain are better qualified as food sources.

1 looked over the Bible to pick up some ideas about the contract betwecn God and man, His ideas on eat―

ing meat,and the co― existence between man and animals。

Hcre l have followed up the]Book of Genesis, which consists of fifty chapters. The contents of the Book

of Genesis are as follows: the C)reation of Hcaven and Earth, the Garden of Eden, Cain and Abel, from

AdaⅡl to 〕Noah, the Flood and Noah, the New World C)rder, the Tower of Babel and the Fanlily Tree of

Abrahanl,the Story of Abraham and the First IIalf of the]Life of lsaac, the Latter Half of the Life of lsaac

and the Story of Jacob,the Fanlily of Esau,the Last Blessing and Death of Jacob,and the Death of Joseph.

Finally, I came to understand “what"and “how" man eats,how man cats “Ineat'' and how ``created man,

plant and animal"can co― exist.

子不日田奥

めは じ に
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い。④牛の BSE,鶏 インフルエンザ,豚の口蹄病な

ど獣鳥肉類の飼育には危機的要素が多く安定供給が難

しい。植物・穀類を食糧資源にするほうが遥かにリス

クが/1ヽ さい。

こうした問題をはらむ肉食の拡大にはどめをかける

ために,聖書をひもとくことにした。食べ物をめぐる

神と人との契約,肉食の教え,人 と動物との共生関係

を調べることで,な んらかの示唆がえられると考えた

からである。

本稿では,ま ず 50章からなる創世記を辿る。創世

記は,天地の創造,エ デンの園,カ インとアベル,ア

ダムからノアまで,洪水とノア,国 々の表,バベルの

塔とアブラハムの系図,ア ブラハム物語とイサクの前

半生,イ サクの後半生とヤコブ物語,エサウの一族 ,

ヨセフ物語,最後の祝福とヤコブの死, ヨセフの死と

いう内容である1。

その結果,人 は「なに」を「どのように」食べるの

か,「肉」をどのように食べるのか,「創造された人,

植物,動物」の相互共生関係,肉食と神の意図につい

て興味深い示唆をえることができた。

1 天地創造 と草食のすすめ

神は,植物と動物を造られた。そしてアダムとエバ

が最初に食べたのは,木 になる果実であった。

以下,聖書
}の

言葉を具体的にみてみよう。

〃は言われた。

物 は草を芽生えさせよ。種を芹つ草と,それ

ぞれの種を芹つ実をつける果荷を,地ノf芽生えさ

せよ。そのよう/_‐ なっ/_‐ 。…第三のFである。ノ

(創世記第 1章第 H-13章 である。以下創世記 1:

11-13と 省略表記する。)

新共同訳の解釈では,《 草》《種を持つ草》《種を持

つ実をつける果物》の 3種類とみなしている。同じく

3種類とする解釈は,「地は青草と,種 をもつ草と
,

種類にしたがつて種のある実を結ぶ果実とを地の上に

生えさせよ。」「地は青草と,種類にしたがって種をも

つ草と,種類にしたがつて種のある実を結ぶ木とをは

えさせた。神は見て……」
3

「種類にしたがって」とは,植物の場合,種 を外に

着ける大麦や小麦のような草本と種をその果実の中に

閉じこめているいちじくやオリーブなどの樹木という

2つ に分けている4。

一方,「草,す なわち種ができる草」と「種ができ

る実がなる木」の 2種類とみなす解釈,さ らに「(い
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ろいろな種類の)植物を地上に生やせ」が基本部分

で,その「植物」とは「種ができる草」と「種ができ

る実がなる木」であるという補足説明の語句が付加さ

れているという解釈も可能という'。

″は言われた。

物 は,それぞ
｀
れの生き物を産み出せ。家説 這

うるの,地の設をそれぞ
｀
れに産み出せ。ゴそのよ

う/_~な った。″はそれてうその地の獣りそれてう社の

家こ それぞソιZ准士を這うるのをせられた。″は

これを月て,良 ιとされた。 (創世記 1:24-25)

《這うもの》とは,蛇 ,鰐,と かげなど 《地の獣》

とは野獣である・ 。

そして神は次に,人間にこれらの生き物を支配させ

ようと言われたのである。「支配」とはどういう意味

であろうか。

〃は言われ/_‐ 。崚 々/_~か たどクタ……支配 させ

よう。」 (創世記 1:26)」

〃は彼らを夕福 ιて言われた。姥 めま……生き

物をすべて支酉己せよ。ゴ (創世記 1:28)

陸の動物は「草と青草」,す なわち自然に成長し,

栽培する必要のない植物を食べ,それに対し人間は
,

穀物と木の呆実,す なわち栽培を必要とする植物を食

べるということにしている。この食物指定が両者の抗

争を回避している。さらに,両者の調整は人間の「支

配」によってなされる。その際,[支配]の 1つ の要

素である「地をあなたがたに従わせよ !」 は食べ物調

整にとつて不可欠の,農地耕作の認可を表している。

第 2の要素,大地から発生した動物に対する支配 (創

世記 1: 26,28)は ,共通の生活空間である地に住む

陸の動物と人間との間に争点がなおある場合には,人

間が裁断しなければならない,と いうことを意味して

いる。 (そ して,そ れは魚と鳥に対 してもあてはま

る。)……人間への,こ の決定権の委託には,当然 ,

人間と動物の共生に対する責任が結びつけられてい

る。……人間が人間以外の被造物を無際限に自由にし

うることを意味することはありえないことは明白であ

るという7。

また創世記 1: 26-31に おける「人の支配」につい

ては次のようにいわれる。

神が創造することによつてそれぞれに生得の権利と

しての有益さと尊厳を与えた。被造物の有益さは必ず

しも「人」に関係しているわけではなく,その尊厳は

必ずしも「人」に依存するものではないことは明白で

ある4。

鳥や魚や獣 (そ してすべての植物)に奪うことでき
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ない存在の権利と物事の神の図式の中でそれぞれの場

所が与えられた。自分の好きなようにこれらを利用し

てよいというような白紙委任ではなかった。人の権限

は,神の代理として任命された権利であったという
帥
。

ヘブルの動物観については次のような指摘がある。

ヘブルの人々が持っていたのは,「動物に対するやさ

しさ」ではなく,動物に対する尊敬であり,かれらの

尊厳やかれらの習慣や生存する権利に対する尊敬で多

くの種類の植物にもあてはまる。人類に対するほどの

尊敬ではなく,神がかれらを創造されたために当然は

らわれるべき尊敬であると述べられている"。

神が人間に与えた食べ物とは以下のようなものであ

った。すなわち,

朋 ま′全地に生える夕石を芹つ草とどを芹つ実

をつける木を, すべてあなたたちに与えよう。そ

れがあなたたちの食べ`物となる。地の義 空の

すべてのるのを御覧になった。月ま,それはなめ

て良かった。夕べ″湯 クタタがあった。第六の″

である。ゴ (創世記 1:29-31)

参考までに以下の4つ の聖書で英文をみると
,

「rんαソι′rθソjグθグαJ′ たj4グsゲ gハαjん α4グ αJJた jれd瞥 げ

ル J′ 力rッθ′′θ ια′ず b“′ヵr αJ′ …"」 (Genesis l:

29)10)

「刀り
`κ
 Gθグ∫αJグ , “J gjソ θッθ

“
ιソι4ソ Sθιグーbιαrjんg

ρJαれ′θ刀′力θ.raεθ 9F wttθ Jι ιαr′力αれグιソιry′rθι″力α′

んαS.ル
“

J′ ″Jtt sιιグ Jん
j′.動の ″jJJ bι

ッθ
“
だヵ r力θ″

Aんグ″θ̈ 0"」
(Genesis l: 29)11)

「AんグGθグsα jグ , “Sιθ,I ttαソι gJソιtt yθ
“
ιソθ4ソ んιハ♭

力α′ノjθ
Jグ s sθθグ″んjθ tt Js θん′んιメzθιげαJJ′力ι ιαr力

,

α4d_ι νι,7′ rθι Wttθs`」塑″立Zθ JグS Sιιグニ ′θ yθ
“

jJ

sんαJJ bθ ルrヵθグ.AJsθ,′θθソθッ…"」 (Genesis l:

29)12)

「GθグαJsθ  sα jグ 三“Sθι,I gjソι yθ
“
θソι4y Sθ

`グ

ーbιαrj4g

ρJα 4″ αJJ θソθr力ι ιαr′んαんグιソι4ソ ′rθι ttα ′んαs sιιグー

bθαrjκgルタj′ θ4J′ ′θ bι ッθ′rヵθグ:… "」 (Genesis

l:29)13)

また,√すべての令あるるのだはあらゆる青草を食

べさせようゴ (創世記 1: 30)と 書かれている。人間

も動物もすべてが菜食主義であることが述べられてい

る。

Ё なる〃はスを運れて来て,エ デンの周だ″ま

わtス がそこを〃 ι′宇るよ うにされた。ゴ

鳥′地を這うるのなとう すべて令あるるのにはあ

らゆる青草を食べさせよう。〃はお造 クになった  れている円
。
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ちなみに,守 るという英文は聖書によると次のよう

である。

「動ιん′んθ Lθ〃 Gθグ′Jαθ
`グ

滋
`“

ακ Jκ  ttι Gα〃θκ

げ EUθη″θε
“
ι′jソα′θj′ αれグg“αだ j′

.」 (Genesis 2:

15)1°
)

「コ吻θ Lθ %′ Gθグ′θθた滋ι
“
αんαんグρ

“
′乃J“ jれゎ″乃ι

Gα ttθれげ
“

`湾

′θ Wθ tt J″ α4グ ′αル θαr`げ J′」.

(Genesis 2: 15)11)

「動ι4滋θ Lθ rグ Gθグ′θθた油θ
“
αれαんグρ

“
″んj“ Jれ 滋ι

gαだι湾げ Eグθ4′θ′ιんグαんグたι″ j′
.」 (Genesis 2:

15)12)

「2吻θ Lθ rグ Gθグ油θん″θθた′んι
“
α4αれグsι″JθグあJ“ j4

肋ι gα漁ダιんげ Eグιれ,′θθ
“
ι′jソα′ι ακグθαrθ ルrj′・」

(Genesis 2: 15)13)

ここで「土を耕 し守る」という言葉の意味はなに

か。守るということは「注意深く世話をすることがで

きるように人間の道徳的支配を共有する。」と解釈さ

「耕す」 という動詞は,楽園の仕事 とは相いれない

ものではないこと,ま た,楽園とは魔法によつて必要

な物がすべて木から落ちてきて,われわれは何 もせず

にいてそれらを楽 しむことができるような場所である

とする考えが,ヘ ブル人の概念ではないということを

抜け目なくわれわれに思い起こさせてくれる。聖書の

楽園では「人」は仕事をするように求められていると

述べ られているい)。

主なる〃はスに令 じて言われた。

胴 のすべ ての木か ら取 って食べな さい。ただ

ι′善悪の知識の本からは,決ιで食べてはなら

ない。食べると必 ず死んでιまう。ゴ (創 世記 2:

16-17)

ところがアダムはこの神の命令にそむいて禁止を破

り,木から取って食べてしまう。そこで
,

〃はアダムに膚かって言われた。

肪 前は女の声 にグい

攻って食べるなと令 じた木から食べた。

お前のゆえに,土 ぼ′われるるのとなった。

お前は,生涯食べ物を得ようと言ιを9

お″ノごガ ιて

土は亥とめさン を生えいでさせる

野の草を食べまうとするお前に。

お膚,ま汲 に″を流ιでバンを得る

土に返るときまで。

お″″ちここから攻られえI士 に。

どにすぎないお前は土に返る。ノ (創世記 3:17(倉 Jtヒ 言己2:15)
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ここには,なぜ人間は食べ物を得るために苦労 して

土を耕さなければならないのか,ま たなぜ苦労 して土

を耕 しても豊かな実 りを得られないのかという原因物

語的な問いに対す る答 えが述べ てあるともいわれ

る16。

また,農耕地での仕事が今や骨の折れるものになる

ということを意味 している。摘み取らなければならな

い茨とあざみは,人 間の顔に汗をかかせる。 しかし,

人間と耕地との存在関係は続き,人間はその生命の終

わ りに,そ こか らかれが とり出 された耕地へ と帰

る17。

なぜ,食べるために苦労 して働いても,結局は死な

なければならないのかという人間存在の不条理につい

ての原因物語的な問いに対する答えであるという
陥
。

主なる″は言わノι/_‐。

/7ス は我々の一スのよう/_~′ 善悪 を4/7る 者となつ

た。今は,手 を夕ばιで令の本からる取って食

ベタ永芝′f生 きる者となるおそれがある。ゴ (創

世記 3:22)

た なる〃は,夕をエデンの目から遁い出 ι夕″

/f夕 自分″ゞそこから取られた土を〃させること/_~

され/_‐ 。こうιでアダムを道友 ι′冷の木′f菫「る

道を宇ろ/_‐ め /_‐ ′エデンの目の東/_~タ ルどムと,

きらめ ぐ刻の炎 をどかノιた。ノ (創 世記 3:23-

24)

「人」は楽園から追放 され,も はや不死を手に入れ

ることはできなくなった。

「食べると必ず死んでしまう」 というのは,人 がそ

の実を食べた「その日」,人 は「きっと死ぬ」であろ

うという神の警告は,嘘ではないが,人の不服従の究

極的な結果に人の注意をむけるむしろ厳 しい方法であ

った18。

もし人間が大胆にも楽園に戻ってきても,かれらは

追い払うための閃光を発 して回る剣を持つケルビムの

軍に委任されたり
。

以上,天地の創造において神は自分の創造 したもの

を見て極めて良かったといい,満足 している。そ し

て,創世記 1-3に おいて,人が食べる物は「食べ物」

という言葉で表現 し「植物である」 と位置づけられて

いる。

その「食べ物はなにか」といえば 2つある。種をつ

ける草と実をつける木である。これらは 1種類ではな

く, どちらにもそれぞれという言葉が入っている。こ

れは「いろいろの種類」「あらゆる種類」の意味であ

ると解釈されている・ 。多くの植物が食べ物として人

間に与えられたことが記されている。

「食べ物はどこにあるのか, どのようにして得るの

か」では,1つ は園のすべての本から取って食べなさ

い。ただし,善悪の本からは決して食べてはならない

と禁止されている。また,本の実を取って食べるにと

どまらず,エ デンの園に住まわせ,人がそこを耕し守

るようにと記されている。しかし,ア ダムはその禁止

を破って取って食べてしまったため,神 はエデンの園

からアダムを追放したので,エ デンの外で土を耕すこ

とになった。

総合すると,「植物」が食べ物であり,さ らに「土

を耕してそこに種を植え世話をして食べる」というこ

とになる。ここでは,魚や肉は食べ物の範囲には入っ

ていない。まさに「菜食主義 (こ こでは動物の肉を食

べなさいという文章は見当たらない)」 であるといえ

る。さらに,食べ物を得るためには「顔に汗してパン

を得る」と述べている。パンという表現, しかも働い

て食べ物を得よという。「野の草を食べようとするお

前にとって,土 は茨とあざみを生えいでさせるとい

う。この行為はおまえが土に返るときまで,す なわち

死ぬときまで続く」と申し渡している。食べ物を得る

ということは苦しみをともなう大変なことになるのだ

と教えている。人は食べ物なしには生きていけない。

2 神 は菜食 より肉食 を好 んだのか

創世記には 2人 の兄弟が登場 しそれぞれ別々のも

の,す なわち「土の実り」と「羊の初子」を神に献げ

た話が述べられている。神は後者の弟がさしだした

「羊の初子」に目を留めたと記されている。

以下,具体的に見てみよう。

カインとアベルについて

√/~ベルは羊を商り者となク′カインは土 を夕や

す者となった。″をだζ カインは土の実り を主

のると/_~就 |デ物として芹って来た。アベルは羊の

群ノιの申から肥咳たク子を芹って来た。主はアベ

ルの成ゲ物/_~Fを 留めらノιた″ヽ カインのその成

ケデ物だはFを留められなかった。カインは激ιぐ

″っ6夢を欠せた。ゴ (創世記 4:1-5)

兄は土を耕し,弟 は羊を飼ったと記されており,兄

弟は分業をしていた。神は弟のほうが持ってきた羊の

初子に目を留めた。

また,以下の話もついでにあげておく。すなわち,
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√…ヤバルは,家畜をクい天幕にすかるのの先狙

となった。その弟はユ/hiル といレち 竪琴や″を奏

でる者の方狙となった。ノイラるまた, ハ/hi｀ル・

カインを産んん 彼は青銅や羨でさまざまの道具

を/4~る 者となっ右。ゴ (創世記 4:19-20)

なぜ,神がカインの献げ物ではなくアベルの献げ物

のほうに目を留めたかということについては,以下の

解釈がされている。

アベルという名前は,無意味や無価値のようにみな

されている存在,軽蔑されている者,無価値な者,不

利で弱い立場に置かれている者を象徴的に意味する。

そこで,神 は小さい者などを選び,愛 したということ

を意味しているのではないか。イスラエルは元来アベ

ルのような存在だったのであり,だからこそヤハウェ

はイスラエルを選んだのであった。アベルは 《羊を飼

う者》(4: 20で は家畜を飼う者の先祖はヤバル)カ

インは 《土を耕す者》となるが,牧畜と農業は古代社

会の基本的な生活形態。雨の多い年には共立的関係が

成り立つが,そ うでない場合はしばしば対立や闘争が

生じたという20。

献げ物として,神が羊の初子を選んだのには単に神

が肉食を好んだというのではない。

上記のようなわけがあったようである。

人間と大地との関係は,大地が兄弟の血を飲んで以

来,壊されてしまった。 (倉1世記 4: 10以 下)こ のよ

うな重大な呪いがある程度恵みによって和らげられた

ことを,ヤハウィス トはノアによって始まったぶどう

作りの習得の中にみたと思われる。 (創世記 5:29,9:

20)カ イン物語は牧畜,農業というふうに別々に生活

維持が分裂したことを示している。このような分裂は

非常に深いものである。なぜなら,異 なる文化史的変

容についてカインの系統樹が報じている。共同生活と

いう特別の形態をもつ都市の他に,牧者,楽師,鍛冶

屋が登場する。最後の人たちは決定的に新しい何かを

人間の文化史にもたらす。すなわち剣である。この発

見が人間を直ちに悪へと誘う。ヤハウイス トはそのこ

とを重要だとみている (創世記 4:22-24)])。

この節が主に強調しているのは, さっと述べられて

忘れられている捧げ物のことではなく,二人に対する

神の反応とその後の神の決定に対するカインの反応で

ある。見てきたように,全体のポイントは,ア ベルの

捧げ物は単に神がそれを受け取ると決めたから受け取

られたのであり,カ インの捧げ物は受け取らないと決

めたから受け取られなかったということである。…カ

インは,神の決定を受け入れることを拒否したことに

おいて,それ故,人間がなすべ きでないことをする,

すなわち人間と神 との関係に関する規則を破棄 しよう

とする堕落 した人間を表 している2"。

3 神 は人 間の 肉食 を限定 つ きで認 め る

天地創造の後,地が堕落 し不法に満ちていることを

神は御覧になり,人 だけでなく家畜 も地を這うものも

空の鳥も造ったことを後悔される。そして,神 は地も

ろとも減ぼすが,ノ アだけは神に従う無垢な人だった

ので特別に好意で許され,清い動物と空の鳥を舟にの

せて助けた。 しかし,その他のものはすべて洪水で減

IFさ れる。

具体的にみてみよう。

主は言われた。

レ た ιはス を倉|1造ιた″ヽ  これを地上からぬ ぐ

い去ろう。スだけでなぐ′家畜る這 うるのる空の

蔦 る。わた ιはこれらを造 ったことを澄作する。

ιか ι′ノアは主の好意 を得た。ゴ (創 世記 6: 7

-8)

この地は″の前′ご堕落 ι′不法 /_‐ 満ちていた。

〃動 を御覧ノfな った。月 ま,それは堕落 ι′す

べて肉なる者はこの地 0重落の道 を歩んでいた。

″はノア/_~言われたら

√すべての肉なるるのをだわらせる″″ゞわた ιの

前に来 ている。彼らのゆえに不満″潮密に満ちてい

る。月 ま′わた ιは地 るろとる彼 らを減ぼす。

輸J世言己6: 11-13)

すべて肉なるものとは,生 きている者すべての意味

である2J。

神は洪水で生き物をことごとく打つ

洪水

賜 なたは清い動物 をすべて七つがいデつ攻 クタ

また清 ぐない動物をすべて一つがいずつ取 クなさ

い。空の″鳥る七つ″れ デヽつ取 クなさい。ゴ (創 世

言己7: 2-3)

洪水が終わった時に,神 は救われたノアに対 して
,

生き物をことごとく打つことは三度とすまいと約束さ

れた。

具体的に見てみよう。

√ノ /~は主のために奈ど を築 いた。そしてすべ て

の清い家畜せ 清レゝ蔦のうちから攻 ク′焼き尽 くす

就ノ尤夕として祭壇の上にささノガた。ゴ (創 世言己8:

20)
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生は宥めの香 クをかいで,″′ごヽに言われた。

ルυごメリιで大地 を明 うことは三度
rと

すまい。ス

″うどヽノf′
『

うことは,幼いときから悪いのたしわた

ιは, この度 ιたように生 き物をことごとぐ打つ

ことは,三度 とすまい。 (創世記 8:21)

ノアが祭壇を築いて,家畜と鳥を焼 き尽 くす献げ物

として主にささげると,主 は焼 き尽 くす献げ物からた

ちのぼる宥めの香 りをかいで,こ の度 したような生き

物をことごとく打つことは三度とすまいと,決心され

た。

そして,神 はノアと彼の虐、子たちを祝福 し,契約を

交わされた。すなわち,地のすべての獣と空のすべて

の鳥,地に這うすべてのものと海の魚をあなたたちの

手にゆだねると言われる。ただし,肉 はこのような状

態では食べてはならない。つまり,肉 は血を含んだま

までは食べないように言われる。血は命だからである

と。

創世記 1-29で 述べ られていた菜食主義に,こ こで

あらたな契約である「肉」が「食糧」 という形で登場

する。

具体的にみてみよう。

祝福と契約

″はノアと夕の′嵐子たちを夕福 ιて言われた。

賭 めま′増えま,地 /_‐ 満 ちよ。地のすべての設

と空のすべての″島は,地に這 うすべてのるのと海

のすべての点 と共に,あ なたたちのまえだ恐れお

ののき,あ なたた ちの手にゆだねられる。動 いて

いる令あるるのは, すべてあなたたちの食をとす

る″ゞまい。わた ιは, これらすべてのるのを,青

草と月どようにあなたたちに与える。ただι′肉

は令である力を含んだまま食べてはならない。

また,あ なたた ちの令である血″ゞ流 された場

合 わた ι衝 酵 材 要求 する。いかなる駅からる

要求 する。ス〃どうιの力′fつ いては,ス〃から

ス用の令を贈質として敷 する。

スの力 を流す者は

スノfま って自分の力 を流される。

スは″ /_‐ かたどって造 られたからだ。

めなたたちは産めま′増えま

力に群″ゞ クタ地に増えま。ゴ (創世記 9:1-8)

英文を以下にみておきたい。

「Gθグb′θss p√θαtt αηグカJs sθ燿∫αηグ∫αJど , “ffαソι

“
α4yθ力J及ダr`4, sθ ′乃αr yθ 夕rグθsc`4da″ rs"ノ J′′′Jソια′′

θソιr rttθ ιαrr力 ."

人間科学編 (2005年 3月 )

A′′油ι αηJ“αた,bJ漁ダs,αれグノstt WJ′ J JJソθ J4ルαrげ

yθ

“
. rhθy αrι α′′′′αε

`グ “
κグθr yθ夕r′θ″

`几

No″ ノθ
“
 αη7 θα′′乃ι

“
, αs ″

`′

′α∫grι
`4 

ρJακ′s, I

grソι′力ι
“

α〃′θノθタル r力θ″

動 θ θηθ ttJη g yθ

“““
s′ ηθ′θα″

's“
θα′″Jtt bJθ θグ

s′ J′′Jれ Jri fヵ rbjご ′んjS bθ cα

“
sθ ″んθ Jtt js jη ttι

b′θθグ.

f/αηyθれ
`′

αたθsカタ
“
α4′権,乃θ″J′J bι ′夕ηJsttιグ.f

″′′′bθ ′夕ηj∫力θグ・J″ J′ J′

“
ηJs力 1″ J′カグθα′乃α4ッ ακJ′ηαJ

′力α′′αたι∫α力況
“
α刀′ゥ●.

〃
““

αれわθJκgs″θrθ

“
αグ

` JJた
ι Gθ乙 ∫θ″あθιソ

`r

“
夕rグθだθれιげ′あι

“
″J′ J bθ たj′

Jθグ″ Sθ

“
ιθれι ιJSθ .

“y。

" ““
s′ 乃αソθ 

“
αんν εttJJグ rιれ, sθ ′乃α″ッθ

“
rグι―

sεθηdarrsレップJ′ ′Jソια′′θソιr r乃
`ι

αr″乃."

Gθグ∫αJグ ′θ Nθα力α刀グ乃Js sθηs,」 (Genesis 9:1-

8)1()

=乃
θ Gθグ わ′θssιグ Noα tt α4グ 乃Js sθ4s, SαyJκg ′θ

rttι

“
, “Bι ルタjr/yJ α湾グ J4ε rθαsι j4 κ夕

“
bθ r α4グ ノJ′

′力θ ιαrrん。
=ん

θJセαr α湾グ 6み負多αグのβ νθ夕 ″JJJノ物JJ″ρθれ

αιι r力
` bθ

αsrs θ′′んθ θαrrtt α4グ αJ′ ′乃ι bjrグ s θ′″λ
`

αJr, ィρθ4 ιソθハタ εrθα′夕rι  ′力α′ 
“
θνθs αJθ4g ″力ι

g“夕刀乙 α燿グ′ρθκ α′′ルιノ∫乃″
「ルι Sια「 ′あり α″

gJソθ4 Jη′θ ッθ′r ttα 4グs. Eソ θtttん j“g rttα′ JJソθs ακグ

“
θソθS WJ′′ヱ)θグ′フr yθ夕。

ル s′ α∫r gαソθ yθ
“

′ル gκθκ ρJα″s,I ηθ″ gJソι yθ
“

`ソ

θ4ソ′乃J4g。 “B夕り θ
"“″S′ れθ′θα′

“
ια′′乃α′んαs J′ s

′tとb′θθグ SrJJ′ ′4 J′ .Aηグ .わ r yθ
"r JttbJθ
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S′″″ グθ
“
ακグ αθθθ

“
κ′Jηgo f″ J′′グι

“
ακグ ακ αε―

εθ
“
κrli4g/ra“ ιッιrソ α

“
j“α′。A4グ ′フr yθ

“
rみyン bιθθグr

″J′′∫
“
r`ヶ グι

“
α4グ αη αθθθ夕れ′J4go J″ JJJグι

“
αれグακ

αεθθ
“

72r′4gノレθ
“ `ソ

ι7ακJ“α′.Aκグノレθ
“

θαθ力
“
αれ,

rθθ, I14/J′ Jグθ
“
ακグαη αεθθ

“
4′Jηgルr″力ι J″υ げ 乃JS

ル′′θ″
“
αん。

N θゝθソθr sttιグ∫′乃θ bJθθグげ
“
αれ, by“α4sttα JJ ttJs

b′θθグ bθ ∫乃ιノ「 ヵr J4 ′力θ J“αgθ θ√(3θグ カαS Gθグ

“
αグι

“
αη。

AS力 r yθ

“
,bι ル

“
Jr/y′ αれグjκθrθαs`Jη η

““
bι r i 

““
J―

′″″θ
“
ルθ θαrrtt α4グ Jれε″αsθ ィρθtt J′。

=ん
ιれ Gθグ sα Jグ ′θ ttQα tt αんグ ′θ /2Js sθ tts wJ′力

乃J“ ′」(Genesis 9: 1-8)lll

Sθ Gθグ bJθssθグNoα tt α4グ カJs sθ ηs, αんグ Sα jグ ′θ

″θ
“

.・
“Bι ル′Jφι′αれグ

“
ガ′″か,αれグノJ′ ′んθ

`α
″乃。

A燿グ′乃θノウαr θ′ッθ夕α4グ ′あιグr`αグθ′yθ

“
SんαJJ bι θん

rttι αjtt θ4 α′′′力α′′ηθソι θκ′乃ι ιαr′乃, αれグθれα′′rλθ

ノS乃 ″
r rttθ

 sθα.=んιy αrθ gJソθれJ湾′θッθ夕r ttακa Eソθ4ッ
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“
θソjκg ttj4g ttα ′Jjソθs sttα JJ bθ ./♭θグル r yθ

“
.f功9ソθ

gルιれyω α〃励 gtt θソ
`れ

αS ttι g二重ゞれ夕ιrb■ 塑

yθ

“
sttα JJ ηθ″ια′.ル sλ ″J′力Jな J権,′んα″JS,j′ s bJθθグ.

S“″Ju・ Jの r yθ

“
r Jtル bJθθグI WjJ′ グι

“
ακグα rιεたθれjκgメ

ル
“

′乃ι ttαηググ θソιッ bιαSr r″jJJ″
9“J″ jち ακグ

/ra“ 励
`乃

αんグげ
“
ακ.F″

“
力θ ttαんグげ

lθソθり
“
αガS

b″′乃ιr r″′J′ ″9“ Jrθ ′力ιJ権 げ
“
αη"

“″力θιッθr sttιグs“αれ's bJθ θ乙

By′ηαη ttJs b′θθごsttα′J bθ sttθグ「

Fθ r Jη ″んθj“αgι qノ Gθグ

〃ι
“
αグ

`“
αん。

A4グ αs■)r yθ

“
,bι ル

“
jttι J ακグ

““
J′″リメ

Brjんgヵ r′乃αわ
“
れdαん′′yjん ′んι θαr′力

Aκグ
“
グル″ヶ Jん j′ 。"

=乃
ι4Gθグ ,ρθたι′θ NoαたαれグんJs sθ んsl〃 j′乃んj′質, sα y―

jれgr」 (Genesis 9: 1-8)12)

「Gθグbル ssιグNθαtt αんどんJs sθη∫αんグSα Jグ ′θ′力ι
“

.・

Bθ ル r′ Jιθ αれグ
““

ル″Ju・ α4グ ノJ′ 肋ι ιαr′力.Drιαグメ多αr

qノ ッθ
“
 SんαJJ εθ

“
ι ″ρθη αJJ′んι α4J7ηαJs θ′′力ι ιαrr力

αんごαJJ ′んθ bJrds cf′ λθ αj為  ″′θκ α′J ′んι θrια′
“
r`∫

″んα″
“
θソι αbθ

“
′θ4肋θgハθ

“
ηグακグαJJ ttθ ノsttιSげ

滋ι sιαメ jれ′θ yθ
“
r′θ″θr ttcッ αrι グιJJソιrιグ.Eソι4ソ

θrια′
“

rθ ′あα′Js αJJソθ sttα′J bι yθ
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パ ′θ

`α
′「 r gJソθ

′力θ
“

αJJ′θ yθ
“
αs Iグ jグ ルιg″θκ ρJα″s.θんかノιSん

″j′力J′s JttbJθ θグs′
jJJ j受 Jりθ夕S力皇ι′4θ′θα′.乃rθ

“
r

θ″κ J〃υbJθθこ ′θθ, I ″jJJ グθ
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αηグ ακ αθεθ
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″Jκg r

′
′θ
“

θソιッ αんj“α′r″ JJJグι
“
αんグjち αれグ/rθ

““
αれjれ

rθgα Jヴ ′θ ttJsル JJθ″
“
αれr WjJJグι

“
αれグα4αθθθ

“
4ル

jれg■)rヵ

““
αんJ:ル .

√αηッθんθSたιグs′乃ι bJθθグ(プ
r“αれ

,

by“α4sttα JJ ttJs b′θθグbθ sんιグ「

Fθ r Jれ ″乃ιJ“αgθ 9ノ Gθθグ

んαs,ηα4わιιれ′ηαグθ.

Bι メar′ JJι,力θん,αんグ
“
夕J′″り「 αbθ

“
んグθん

`α
r′乃ακグ

s“ bグ

“
θ J″ ." Gθグsα jグ ′θ Noαtt α4グ ′θ ttj∫ ∫θんs l〃 J′乃

乃J“ r」 (Genesis 9: 1-8)13)

なぜ,洪水のあと肉食が許されるようになったかに

ついては,P伝承は大洪水を―世界の破局として描

く。…被造物の共生が壊されていることから出発す

る。洪水後の人類の生活状態を特徴づけるのは,「暴

力行為」「法律違反」である。それを制御するために

ヤハウェは特別の秩序を告示する。彼の動物の殺害と

屠殺とを許すが, しかし,人間の生命は絶対的な守護

の下においた20。

《産めよ,増 えよ,地 に満ちよ》は創世記 1:28の

動物をどう扱っているか

祝福の繰 り返 しで,こ れによつて,ア ダムの祝福がノ

アにおいて更新 されたことが意味 されている。さら

に,2節の 《地に這うすべての…あなたたちの手にゆ

だねられる》はアダムヘの神の委託の言葉も繰り返さ

れており,洪水が創造以前の状態への復帰であり,創

造の更新にほかならないことが暗示されている。そし

て,こ の更新は人類に「肉食」が導入されるようにな

った低次元の段階とみなされていることがわかるわ)。

この肉食が許されたことに関しては,無条件ではな

いという指摘がある。すなわち,「わたし (神 )は す

べてのものをあなたたちに与える」というが,血を流

すことなく,生命を奪うことなく,動物を殺すことが

一体誰にできようか, リンゼイは次のように言う。す

なわち,「以前禁じられていたことが,い まや一現在

の状況においては―許される。あなたは食べ物のため

に殺してよろしい。しかし,あ なたはあなたが殺す命

はあなた自身のものではないということ一それは神に

属しているということ一を覚えて,その理解のうえに

おいてのみ,あ なたは殺してよいのだ。あなたは,あ

なた自身のものではないものをあやまって自分のもの

にしてはならないのだ。動物の命であれ,人間の命で

あれ,あ なたのものでないものを殺すときには,あ な

たが殺す全ての命にたいして,あ なたは個人的に神に

責任を負っているということを記憶する必要があ

る」
26)

肉を食べるということは止むをえない選択であると

いう論述もある。

「創世記 9章 は人間に,食べ物として動物を殺す絶

対的権利を与えていないということが直ぐにわかるで

あろう。正しく語ると,実に,殺す「権利」は存在し

ない。神は必要という条件のもとにおいてのみそれを

許す。」という
η)。

また,「 自由と進歩的シナゴーグ同盟」による最近

の宣言は,次のように表現している。「洪水の後にな

ってからだけ (と 創世記 9章 は主張する)人間の弱さ

と食べられる植物が少ないと考えられたがゆえに,譲

歩として理解されたのである。」
29

また,「旧約聖書は……自然にたいする搾取的,人

間の利己的態度を示す非難を正当化するようなことは

なにもしない。事実として,旧約聖書は人間が自然を

餌としていることを認識しているが,それはまたり人

間にたいする神の最初の完全な意図からの堕落として

特徴づけている。」
知以上の解釈によれば,住 む環境に

よっては植物の少ない場合もあろう,その場合やむな

く動物を食べることは許されるが,神の完全な意図か
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らは堕落として認識するべきだという。

「人間は動物よりも道徳的に優れているいう見解

が,善良な動物の権利の理論にとつていかに中心的で

あるかということを示してみよう。人間の独自性は奉

仕と自己犠牲の能力者として定義されると強く主張し

たい。この視点からすると,人間は一人の大司祭にな

らって,た だ単に自分自身の種のためだけでなく,感

覚をもつ全ての被造物のために自己犠牲的祭司性を実

行すべく独自に任務を与えられた種なのである。同胞

たる被造物の呻きと苦労は,創造の癒しと解放におけ

る神との共同作業ができる種を必要とする。」
29

人間はすべての被造物にたいして自己犠牲的な祭司

性を発揮するよう神と共同作業をしなければならない

のに,肉食にうつつをぬかし埋没することは神の本来

の意図からはずれ,反するという解釈である。

エデンでは植物食をなぜ示したのかという疑間が投

げかけられている。そしてその答えとして,エ デンで

の人間の食原則では,理想的生を描きだしたことだけ

ではなく,理想的生を描 くのに,動物食を回避し,植

物食のみによる生をもってしたのはなぜかという点で

ある。なぜ動物を認めなかったのかという。流血と殺

しを必然とする肉食を回避した,一つの理想的・始原

的人間の姿を描こうとしたのだ。そうすることで,罪

汚れない,苦 しみも骨折りもない楽園的な生から,い

かにも苦労の多い現在の生が到来したかを解説する
,

その前置きとなるという。さらに,人 間に与えられる

ことになった動・植物を「治める」権限として,な に

が許容されたのか。このあたりは疑間のまま残って
,

確かなイメージを結ばないという
Ю
。

″はノアと夕の意子たち/_‐ 言われ/_‐ 。

√わたιは,あ なたたちと,そ ιてグ/_~″ ぐ子孫

と′契約を立てる。あなた/_‐ ちと共 /_‐ いるすべて

の生き物し まためなたたちと共 /_~い るノ亭や家畜や

地のすべての設など 箱舟から出/_‐ すべてのるの

のみなら尤 地のすべての設と異納 を立てる。わ

/_‐ ι″ち なたた ちと契/ク を立 て/_‐ ならば…・・ゴ

(倉 Jt壁 言己9: 8-11)

神はノアに,こ の契約を誰と交わしたかについて次

のように述べる。すなわち「あなたたち (人 間)と そ

して共にいるすべての生き物と」すべての生き物とい

う言葉を六回も繰り返して言っている。

具体的に見てみよう。

更に〃は言わノι/_‐。

√あなたたちならび/_‐ あなたたちと共 /_‐ いるす

べての生き物と,付々とこιえ/_~わ たι力ゞ立てる

巽納 のιるιはこれである。すなわち′わた ιぼ

雲の申′fわ /_‐ ιの左
・
をど ぐ。これはわた ιと大地

の周 /_~立 てた契んの ιる ιとなる。……わた ι

は,わた ιとめなたた ちならびにすべ ての生 き

物,すべて肉なるるのとの用に立 てた異約 にノごヽを

留める。……雲の申に左力ゞ現れると,わた ιはそ

れを月て,″と地上のすべての生きタタすべて肉

なるるのとの〃/_~立 てた水だの契ただノごヽを留め

る。ゴ (創世記9:12-17)

〃ぼノア/_~言われ/_‐。

√これ″ヽ わたιと地上のすべて肉なるるのと

の周/_‐立てた巽納のιるιである。ゴ

契約の印とは,それによって契約を想起させ,契約

を守ることをうながす契約や目印となるものであ

る25。

肉なる全てのものというのは,人間を,さ らに人間

だけでなく,地上のすべての生き物を人間と同一線上

に並べて神は以後けっして減ぼさないと契約をかわし

た。動物も人間と同じ神の創造物であるという意味か

らかれら自身も価値がある。

4 人々が肉を食べる場面

旧約聖書には食事をする場面が多 く見られるが,倉 J

世記に肉食の場面がいくつか見られるのでそれを拾っ

てみよう。

アブラハムの召命と移住

主はアフ
゛
ラハム/f言われ /_‐ 。

√あなたは生 まれ故叛髯

父の家を離れて

わた ι力ゞ示す地に行きなさ喝  (創世記 12:1)

アブラハムがハランを出発 したときは 75歳 であつ

た。アブラハムは妻のサライ,甥のロ トを連れ,蓄 え

た財産をすべて携え,ハ ランで加わった人々と共にカ

ナン地方へ向かって出発 し,カ ナン地方へ入つた。

(創 世記 12:5)

そこからベテルの東の山へ移 り,ネ ケブ地方へ移っ

た。ネケブでは飢饉がひどかったので,エ ジプ トに下

り,そ こに滞在 した。

エジプ ト滞在

エジプ トで妻サライが美貌であることからファラオ

の宮廷に召し入れられ幸いを受けた。しかし,神 は宮

廷の人々を恐ろしい病気にかからせた。そのためにフ



奥田 和子 :聖書は肉食・動物をどう扱っているか

アラオはアブラハムと妻サライはエジプ トから立ち去

らせた。

アブラハムーカナンに定住 (BC 1850)

エジフ
゜
ハを出た一行

`/~ブ

ラハムたちノは戸びスク

ブヘ上った。 (創世記 13:12)

イサク誕生の予告

腟 はマスレのどの木の所 でアプラハム /_~現れ

た。……Fをあゲ観 ていると,三スのス″ゞ夕に

膚かって立っていた。アプラハムはすぐに天幕 の

ス ク層から走 ク出て辺え′地にひれ欠ιζ 言っ

た。……/~ブラハムは…サラ 作つ のところに来

て言った。解二ぐ′上等のガヽ麦夕を三セアほどこ

ね ζ ノゞ ン菓子をこιらえなさい。ゴ (創 世記

18: 1-6)

√/~ブ ラハムは牛の群れのところへ走って行

き′柔らかぐておいιそうな子牛を選の 召ιク

いに″ι′急いで〃どさせた。アプラスは凝乳′

乳′出来立ての子牛の料燿などを運の 彼らの前

ノf並べた。そιで,彼ら淋 船で食事をしている

″,そばに立って給ををした。ゴ (創世記 18:7-

8)

アブラハムが天幕の入 り回の 日陰で休虐、してい る

と,主 の御使 いが突然訪れた。アブラハ ムは走 り出

て,地 にひれ伏してお迎えした。おいしそうな子牛の

肉の料理,凝乳,乳が並べられた。食べるのは普通の

人ではなく神の御使いであり,尊い方である。そし

て,ア ブラハムは彼らが木陰で食事をしている間,そ

ばに立って給仕をした。このように,ア ブラハムが

「走り」「ひれ伏し」「急いで用意し」「そばに立って給

仕した」という行動から,いかに丁寧なおもてなしを

したかが推察される。

神の御使いが 3人 も暑い真昼にやって来たのだか

ら,珍 しいおいしい食べ物を差し上げたい。おそらく

普段食べない物が特別に御馳走として出されたのでは

なかろうか。解説書にもこれは豪華な料理であったと

ぃぅ
31)。

ソドムの減亡

r_―スの″クぃヵゞ夕方 ソだムに着いたとき′″

ハ ζ/~ブラハスのり はソだムの′7の所に座ち で

いた。″ハは彼らを月ると,立 ち上″ゞっこ超え′

地にひれ欠ιて,言った。√・……ιかι′ ″ハ″ゞ

セヽ グにと勧めたので,彼らはロハの所たコ″ち穿る

ことにι′彼

"ハ
リの家を動「ねた。 Fハ ぼ′〃

Jをスれないノゞンを妨いて食事 を夕 ι′彼らをる

でなした。ゴ (創世記 19:1-3)

二人の客人は共に神の御使いである。酵母を入れな

いパンは急いで作る即席のパンであり懸命に接待 しよ

うとするロ トの姿が目に浮かぶ3"と
解説書には述べ ら

れている。座 っていたのを「立ち上がって出迎 え」

「地にひれ伏 して言う」。それほどの客人にもかかわら

ず,ア ブラハムのときのような御馳走の肉ではなくこ

こではパンを焼いただけである。ソドムの町は悪がは

びこり荒廃 していたせいであろう。パンを焼 くのが精

一杯のおもてなしであったと思われる。日頃から肉を

食べているとはとても考えられない。

イサクの誕生

アブラハムは,次の朝早 く起き,パ ンと水の革袋を

取ってハガル (女奴隷)に与え,背中に負わせて子供

を連れ去らせた。ハガルは立ち去 り,ベエル・シェバ

の荒れ野をさまよった。…… (創世記 21-14)

長旅に出るのにバンと水という簡素な食べ物をもっ

ての出で立ちであり,肉 はない。

エサウとヤコブの誕生

長子の特権

(イ サ クの)三ス の子ダぼ成 長 ιで,エ サ ウ

ι″ ぼ巧
「みな″ス で野のス となつたガヽ ヤコブ

(7ノ ぼ有やかなス で天幕の月 クで動 ぐのを常と

した。イサクはエサウを愛 ιた。″雄 物力ゞ好物

だったからである。 ιか ι′ グベカぼヤコプを愛

ιノ缶。 ・̈・・・ゴ (倉J世言己25: 27-29)

ここでは狩 りが行われたこと,イ サクは狩の獲物が

好 きであったことがわかる。そして,あ る日のこと
,

ヤコブが煮物をしていると,エサウが疲れきって野原

から帰って来た。イサクは疲れきっていたので長子の

権利 とひきかえにヤコブが煮ているその食べ物が食べ

たいと願い出た。そこで,ヤ コブはエサウにパンとレ

ンズ豆の煮物 を与えた。イサクとリベカ (イ サクの

妻)の 間に産まれた双子の兄弟が食べ物をめぐってや

りとりをしたのである。 しかし,長子の権利 と引きか

えたその料理とは,パ ンとレンズ豆の煮物であり,肉

ではない。

リベカの計略

イナクは年をとクタ″″ン すヽんで月えな くなって

きた。そこで上の意子のエサウを呼 び穿せζ
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ん感子まゴと言つた。エサウ″ゞ √はいゴ と答える

と,イ サクは言った。√こんなだ年をとったの

で,わたιはいつ死ぬか分からない。今すぐに,

ラと夫″なと〕″ クの道具を芹って野に行き,多

物を取って来て,わたιの好きなおいιい存燿を

作ク, ここへ芹ってきてぼιい。死ぬ前にそれを

食べて,わ たι自身の夕行をお膚 /_‐ 与えたい。ノ

(倉 Jt壁 言己27: 1-4)

グベカは′嵐子のヤコフ
゛
′f言つ/_‐。√今夕お父さ

ん力ゞ兄さんのエサウ/_‐ こう言つているのを耳 /_‐ ι

ました。……わたι

`グ

ベカリの子ま。今しわた

ι″ゞ言うことをまぐ″レヽでそのとお ク/_‐ ιなさ

レヽ。 (倉 J世言己27: 6-8)

家畜の群れのところへ行って,ま ぐ肥えた子虜

羊を三匹取って来なさい。わたι

`グ

ベカリカt

それでお父さん

`イ

サクリの好きなおいιい〃翌

を作クますから,それをお父さん rイ サクリのと

ころへ芹って行きなさい。……θ(創世記 27: 9-

10)

イサクが死ぬ前に食べたいと懇願 したのは「好 き

な」「おいしい料理」であり,そ れは「狩の獲物 (肉

料理)」 であつた。また,そのためには狩に行って獲

物を取ってくる, もしくは家畜の群れの中からよく肥

えた子山羊を取ってきて父親の好きな料理をつくった

ことがわかる。子山羊である。自分のうちに家畜の群

がありながら,あ えて兄エサウに狩の獲物を捕りに行

って来るようにとイサクは命じている。そのほうが
,

肥えた家畜よりおいしかつたからであろうか。

ここではっきりしているのは,子 どもたちが食べて

いるのはパンとレンズ豆の煮物である。おそらく日常

食であろう。そして父親は,死を目前にした非常時,

この世の食べ納めに狩をした肉を食べる。肉料理は
,

まさかの時に食べられていたと考えられる。

ラバンの追跡

ヤコブは父の命令でカナンのラバン伯父さん (リ ベ

カの兄)の もとへ旅立ち,そ こでラバンの娘 と結婚 し

約束の期間を過ごした。その後故郷である先祖の地へ

返ろうとしたが,増 えた家畜の分与でいざこざが生 じ

たために,ヤ コブはついに逃亡を計った。ラバンは後

を追ってきた。ヤコブは尋ねた。何の罪があって,わ

たしの後を追って来られたのですか。……・

√この三十年層というるのァわた ιはあなたの る

とにいました″ヽ あなたの雄羊や雁山羊″ゞ子を産

みダね/_‐ ことはあ クません。わた ιぼ,あ なたの

群れの雄羊を食べ /_‐ ことるあ クません。野獣 /_~か
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み裂かれた るの″
'あ

ってる,あ なたのところへ芹

って行かないで自分で償いました。……わた しは

あなたのグで週ごιました″ヽ そのうち十四年は

あなたの三スの友のため,六年はあなたの家勧

群れのため /_‐ 動きました。 ιか る,あ なたはわた

ιの報酬を十回る変
'え

ました。……ゴ (創 世記

31: 38-42)

ここでは,二十年間伯父ラバ ンのもとで暮 らした

が,ラ バンの群れの家畜を一回も口にしたことがない

と弁明している。一生懸命働いて家畜を増やしたにも

かかわらずである。このことは,家畜をみだりに殺 し

て食べなかったこと,家畜は大事にされていたと考え

られる。

ヤコブは父がかつて滞在 したカナンの地に住んでい

た。ヤコブには虐、子が十二人いた。父イスラエルは

(ヤ コブ)末 っ子のヨセフをどの兄弟よりもかわいが

ったので,兄たちからねたまれて,穴 に投げ込まれエ

ジプ トヘ行 く隊商に売られ,エ ジプ トで暮らした。次

第に出世してヨセフは司政者になっていた。具体的に

見てみよう。

また,世界各地のス々る′穀物を買 いにエジフ
゜

ハのヨセフのるとにやって来るようノfな った。世

界各地の現饉弓 激 ιぐなったからである。 (創世

言己41:56)

飢饉は世界各地に及んだ。ヨセフはすべての穀倉を

開いてエジプ ト人に穀物を売ったが,エ ジプ トの国の

飢饉は激 しくなっていった。また,世界各国の人々も

穀物を買いにエジプ トのヨセフのもとにやつて来るよ

うになった。世界各地の飢饉 も激 しくなったからであ

る。イスラエルに住むヨセフの兄たちも,飢饉で食べ

物がなくなってきた。そこで食べ物を買うためにエジ

プ トに下つて行った。そして穀物を買い,ろ ばに積ん

で帰った。 しかし,こ の地方の飢饉がますますひどく

なる一方で,エ ジプ トから持ち帰った穀物を食べ尽 く

すと,父は虐、子たちに言った。もう一度,エ ジプ トヘ

行って我々の食糧を少 し買って来なさい。

再びエジプ トヘ

ヨセフはベニヤヾン 侃 弟で弟ノ″ゞ一緒なのを

月で,′分の家を奮せている身事に言った。√こ

のスたちを家へおだれιなさい。それから,家畜

を唇って料理を調雙なさい。昼の食事をこのスた

ちと一緒′fするから。ノ (創世記 43:16)

エジプトでは,昼の食事,家庭でのおもてなし料理

に家畜を屠って食べていたようである。
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ヨセフの政策

夕″ガヾをめて激 ι〈,世界申に食を″ゞな くなっ

た。……ヨセフは答えた。稼 畜を芝れて来なさ

い。 るιダ″ゞなくなったのなら′家畜とグ/き 換え

に与えよう。ス々力ゞ家畜をヨセフのところに運れ

て来ると, ヨセフは,馬や′羊や牛の″れや′ろ

ばとグ/き :換えだフ食糧 を与えた。ヨセフはこうι

ζ その準′ すべての家畜とグ/き 妥えにス々に食

どを分ゲ与えた。その年 6終わ ク′次の年になる

と,ス 々はまたヨセフのところに来 ζ 言った。

¨̈ ノ̈ 鎗J世言己イ7f "―

“

)

食糧 と引き換えるために家畜を連れて来なさいとい

うのは,食糧とは,穀類をさし家畜それ自体は食糧 と

はなりえないことを示 している。

引き換えられる家畜とは,馬や,羊や牛の群れ,ろ

ばである。

エジプ トという土地は,周辺の国々に比べて食糧が豊

富であり,豊かな食生活をしていたのであろう。日常

食として肉を食べている。

5 動物たちは家畜として人々に役立っている

1 荷物の運搬

ろばの役割

協 らは形 をろばに若んでそこを立 ち去った。

途申の宿 で,一ス″ゞろばに夕
「をやろ うとιζ

¨̈ ノ̈ (創 1士言己42: 26)

父にも,エ ジプ トの最良のものを積んだろば十頭

と,穀物やパン,それに父の道中に必要な食糧を積ん

だ雌ろば十頭を贈った。 (創 世記 45:23)

ろばは荷物の運搬に役立っていたようである。

2 人間を乗せる

馬の役割

√また,こ うするよう令どなさい。√エジフ
゜
ハの

日から最上の,あ なたたちの子夕や妻たちを乗せ

る′朽草をグ/い て行き,え三 るそれに乗せて来る″ゞ

よ喝 家″道呉などには未森rを残 さないまうに。

エジフ
゜
ハの国申で最良のるの″う めなたたちのる

のになるのだから。方 (倉1世記 45:19)

馬は馬車仕立てにされて,人が乗ることができるよ

っになっていたらしい。

3贈 り物として

その夕; ヤコフ
゛
はそこに財 ιζ 首秘 ち

動物をどう扱っているか 67

物の申から月エサウヘの贈 ク物 を選んたも それ

は,〃に 吾匹,たに チ乙 〃仁 吾匹 ,

雄羊三十乙 え らぐだ三十要 とその子免 〃牛″

十五 産牛十五 〃ろ.ミ二 十五 〃ろまキ預 であ

った。それを群れごとに分仇 召夕いたちの手 /_‐

疫 ιて言った。…… (創 世記 32:14-17)

これは,ヤ コブが兄エサウヘの贈 り物として差 し出

すためのものである。友好の情を示すためにプレゼン

トされた。

4 共同生活者としての役割

鳩

共同生活者としても役立っているのは,鳩である。以

下見てみよう。

四十″たつこ ノアは動 形 泄 った穐舟 の窓を

用き′烏 を友 ιた。烏は飛び立った″ヽ 地上の水

力ゞ乾 ぐのを行っζ 出た クス った クιた。……瀦

は止 まる所力ゞ見つからなかったので,箱舟のノ/
のるとに帰 って来た。水がまだ全地の面を覆って

いたからである。ノアは……・ (創 世記 8:6-9)

更に七″″ って,彼は戸び考 を箱″か ら友 ι

た。房ぼ夕方になってノアのるとに帰 ってきた。

月 ま′房は ぐちばιにオグーフ
゛
の葉をぐわえてい

た。ノ /~は水″
'地

上か らグ/い たことを4/7つ た。

(倉J世言己8: 10-11)

このように,ノ アは洪水の水が引いたかどうかの確

認を鳩によって知ることができた。

5「動物たちよ 子を産み増えよ」と神は望む

また,神 は動物たちよ,子 を産み増えよ !と 以下の

ように望んでいる。

神はノアに仰せになった。

「さあ,あ なたもあなたの妻 も,虐、子 も嫁 も,皆一

緒に箱舟から出なさい。すべての肉なるもののうちか

らあなたのもとに来たすべての動物,鳥 も家畜 も地を

這うものも一緒に連れ出し,地に群が り,地上で子を

産み,増 えるようにしなさい。」 (創 世記 8:15-17)

神は動物を増えるようにと願っていることがわか

る。

6 人間に食べ られるために

神 は動物 を造 つたのか

神が動物を造られた目的は以下のようである。

(1)動物が造られたのは神を讃えるため
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神が動物を造つた目的は,人 に役立つためなのだろ

うか。そうではないという。「動物の目的は人間とい

う種に仕えることだけではなく,神 を讃えることだか

らである。動物 も存在する正当性をもっているのであ

り,人間もそれを獲得すべ く努力 しなければならな

ぃ。」
33

(2)人 間に支配させようという言葉の真の意味は
,

人間を動物の上に位置づけた支配的な存在ではない。

神の創造物,動物にたいする人間の責任を考えるこ

とが大切であるという
3・

。

支配とは,好 き勝手にするという意味ではない。見

守る,ケ アーするという意味であり,邪魔者扱い,粗

末な扱い,無視,淘汰,虐待,無惨,残虐,殺 して捨

てるということは神の意図に反しているという。

(3)動物の肉を食べる時,血 を食べないということ

は,命は食べないということであり,人間は動物の命

を私物化 してはいけないということである。

創世記においては,人間が動物の肉を食べるのは
,

本来許されていない。菜食主義者であることが要求さ

れているという
35。

(4)食糧 という言葉は,肉 を意味するのではなく,

植物の種を意味 している。パンという言葉が見られる

ことから原料は麦であろう。食糧が尽きたときには
,

家畜と引き換えに食糧を貰ってお り,主食は肉,た ん

ぱく質ではなく穀類,で んぷんであることがわかる。

7 それで は 日常 な にを食べ ていたのか

ファラオの夢を解 く

ヨセ フは ファラオに言つた。√ファラオの夢

は,とち らる月 ど意味でございます。…豊年の七

年の″,エ ジフ
゜
ハの国の産物の五分の一を政夕な

さいますように。このようノfι で, これから訪れ

る豊年の周 /_~食看をできるかぎク集めさt厚 々

の食握となる穀物をフアラオの管理のフ f蓄えタ

深ξさせるのです。そうすれば)その食をかし ジ

フ
゜
ハの目を要 う七年のf/Zど ′f〃する国の備蓄とな

クタタ饉 /_‐ まって国が滅びることはないでιま

う。ゴ (倉J世言己41: 25-36)

エジプ ト以外の食糧のない国々の人々が,飢饉で困

って食糧を買うためにエジプ トにやつて来たことが記

されている。

食糧とは穀物を指 している。

豊作の七年潤り大地ぼ豊かな実 クノf満 ちがれ

た。ヨセフはその七年の周 /_~タ エジフ
゜
ハの国申の

食どをできるかぎク集め,その食糧 を厚々に蓄え

させた。厚の月日の溜 /_~で きた食糧 を,その厚の

申にξえさせたのである。 ヨセフは,建通 の砂ぼ

とも 多 くの穀物を蓄え,ついに重 クきれなくなっ

たので,fる のをやめた。 (創 世記 41:47-49)

父にも,エ ジプ トの最良の ものを積んだろば十頭

と,穀物やパン,それに父の道中に必要な食糧を積ん

だ雌ろば十頭を贈った。 (創世記 45:23)

このように,食べ物として「穀物とパン」が贈 り物

として贈られている。

8 神への献 げ物

創世記では,神の祭壇にはなにが献げられたのだろ

うか。

1 清い動物

ノアの祭壇

「ノアは主のために祭壇を築いた。そしてすべての清

い家畜と清い鳥のうちから取り,焼 き尽くす献げ物と

して祭壇の上にささげた。」 (創世記 8:20)

ここでは清い動物が献げられている。

主は宥めの香 クをかいで,タノごヽノf言われた。 (創

世記 8:21)

神はよろこばれたようである。

2 アブラハムの子イサク

アブラハム,イ サクをささげる

これらのことの後で,神 はアブラハムを試された。

神が,「アブラハムよ」と呼びかけ,彼が「はい」

と答えると,神 は命じられた。

√あなたの意子夕あなたの愛するタ ク子イサクを

運れて,モ グヤの地/_~行 きなさい。わたιカギ令ど

るルの一つ/_‐ 登 クタ彼を妨きパ ぐす所ゲタとして

ささ′ノ
｀
なさい。ゴ (倉J世言己22:1-2)

〃力ゞ命どられた場所 /_~着 ぐと, アプラハムは,

そこ/_~奈雪を条き,薪を並べ,息子イサクを縛つ

て奈どの薪の上に戦せた。そしてアプラハムは,

手を″ばして〃物を取 クタ息子を層ろうとした。

(倉J世言己22: 9-10)

アプラハムはFを凝らして月Ξιた。すると,

多ろの木の茂み/_~一どの〃羊″ヾ角をとられてい

た。アフフハムは行つてその〃羊を″まえ′意子

のたわク/_~虜 ぐ尽 ぐす就ノカンとしてささノガた。

(創世記 22:13)
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√……ヤコブる,父 イサクの要れ教 う方にかけて

誓った。ヤコブぼ出の上 でいけにえをささノ九 一

友 を〃い雀 事を共ノfι た。食事のグ′彼らはル

で一夕を週ごιた。 (創世記 31:54)

ここに記されているいけにえは焼 き尽 くす献げ物 ,

そのような具体性のない物の二通 りである。動物は
,

雄羊,清い家畜,清い鳥である。

犠牲の基本的意味は被造物の破壊ではなく,神 に捧

げることである。ご自分のためにそれを造った方にそ

の被造物を返すことである。被造物がその終わりの時

に,その幸福を神の,そ して神の栄光の中に見つける

ためである。……犠牲は,我々が我々の終わりに,神

との合一の中に我々の真実の至福を見出そうと我々自

身を捧げようとする行為である30。

要するに,それゆえに犠牲の伝統は,神 と共にいる

ために動物的生命から自由になることとして理解され

る。それは動物的生命が (他の全ての被造物 ととも

に)人間には属 しない,神 に属するという承認,神 は

その生命を受け入れ,変容することができるという承

認である。この解釈は人を困惑 させるか もしれない

が,動物の生命の価値 とそれにたいする我々の責任に

かんする,他の聖書的考えと最も良く連動する考えの

一つであるという
3"。

旧約聖書の創世記にあらわれる「食に関連する記

述」を追いながら,神 はなにを, どのように食べよと

いっているのか,肉 食を中心に食の位置づけを探っ

た。

1 先ず「何を食べよ」といっているかにおいて
,

神は人が食べる物を「食べ物」という言葉でよ

び,「植物」であるという。天地創造の時 (創 世

記 1-3),神 が人に食べよと与えたものは「食べ

物」とよばれ,「菜食 (動物の肉を含まない)」 で

あつた。ところが, しだいに人々は堕落し無法に

満ちたものとなったので,神 は見かねて洪水を起

こし地もろとも減ぼそうとされた。しかし,無垢

のノアと少数の清い動物だけを救った。洪水の後

神がノアと交わした契約 (創 世記 9-18)で は
,

すべての肉類一鳥,家畜,家畜以外のすべて一が

食糧として許されることになった。この背景に

は,人間の傲慢の蔓延と草が不足する場合の対処

などやむなき事情がある。

2 しかし,ノ アの洪水のあと,神がノアに与えた

動物をどう扱っているか

新たな契約としての肉食が無条件で許されたわけ

ではない。それは「血とともに肉を食べてはいけ

ない」という新たな契約であった。血は命だから

である。 (創世記 9-18)血 を食べないというこの

枠組みの範囲内で肉食が許されたのである。動物

は神の所有物であり,人間がどうしても食べたい

というときににのみ自分の責任において食べよと

いう。

3 菜食とはいえ,神が食べてはならないと指定し

たものがある。それは「知恵の本の実」であっ

た。しかしアダムはそれを食べ神の命令に違反し

た。この違反によって,人は後の世まで「食べ物

に不自由する」はめに陥った。自由意志による選

択が許されるのは,掟の範囲内だけである。

4 菜食といえども,食べ物は「争いのもとにな

る」という事実が述べられている。すなわち兄弟

が食べ物のために長子の権利を譲ったり,父親を

だまして祝福を得たりなどである。

5 創世記では,肉 は平常時には食べられていな

い。尊い神の使いがやって来た時のおもてなしの

時,ま たは死の間際にのみ肉が登場するが,普通

の人が肉を食べたという記述はない。

6 動物は荷物の運搬や人を乗せたりして尊ばれ有

用視され,人 と仲良く暮らし共生している。

7 動物は2度 だけ神に献げられた。

神の意図とはうらはらに今日みられる肉食の蔓延

は,た んに「肉がおいしいから食べたいだけ食べる」

という人間欲望のはどめのきかない姿といえる。そこ

には,動物の存在意味や尊厳に思いをはせようとしな

い人間の傲慢さが重くのしかかる。
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